
プログラム （詳細は裏面）

〒105-0001 東京都港区虎ノ門3-12-1（ニッセイ虎ノ門ビル）
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問い合わせ先

10:30～ 開会挨拶
11:00～ インフラの危機／羽藤 英二 氏　東京大学大学院教授
12:00～ 休　憩
13:00～ 河川、道路、都市・住宅・地域、技術・調達分野の
 社会課題の解決に向けて／JICE 各政策グループ職員
16:45 閉　会

インフラの危機
羽藤 英二 氏

会 場  ●対面50名 （MEETING SPACE AP虎ノ門） 
         ●オンライン900名 （Zoomウェビナー）
会 場  ●対面50名 （MEETING SPACE AP虎ノ門） 
         ●オンライン900名 （Zoomウェビナー）

2025. 7.232025. 7.23
10：30～16：4510：30～16：45（10：00開場）（10：00開場）

講演講演

JICEの優れた調査・研究成果を国民の皆様、政策担当官、専門技
術者の皆様に広く還元し、ご活用いただくため、「技術研究発表会」
を開催します。

JICEの優れた調査・研究成果を国民の皆様、政策担当官、専門技
術者の皆様に広く還元し、ご活用いただくため、「技術研究発表会」
を開催します。

一般財団法人 国土技術研究センター（JICE）一般財団法人 国土技術研究センター（JICE）

第39回技術研究発表会第39回技術研究発表会

東京大学大学院教授
八潮の事故に見られるような道路の危機は、今後の道路インフ
ラの在り方を大きく揺さぶっている。本講演では、国際的な研
究動向を踏まえて、我が国の道路維持管理や自動物流道路といっ
た政策的課題に対する新たな道路技術開発の必要性をいくつか
の実践的取り組みをもとに論じたい。

申込方法（先着順）
下記URLのページにて、7月8日（火）12時から受付
を開始します。定員になり次第、受付を終了しま
すので、お早めにお申し込みください。

CPDプログラム   
発表会の終了後、8月6日（水）までに申請

事前申込制
参 加 無 料

水

Japan Innovation Center of Civil Engineering

https://www.jice.or.jp/reports/recital/39th

〇本発表会は土木学会認定CPDプログラム（JSCE25-0628、4.5単位）です。
〇当日全てのプログラムを受講された場合に限り、受講証明書を配布いたします。
〇土木学会以外の団体が運営するCPD制度に関するご質問には回答いたしかねます。

申込二次元コード



第39回 技術研究発表会プログラム

河川政策
グループ①

河川政策
グループ②

八潮の事故に見られるような道路の危機は、今後の道路インフラの在り方を大きく揺さぶっている。本講演では、国際的な研究
動向を踏まえて、我が国の道路維持管理や自動物流道路といった政策的課題に対する新たな道路技術開発の必要性をいくつかの
実践的取り組みをもとに論じたい。

インフラの危機

特別講演

10:30～

11:00～

休憩

休憩

12：00～

開会

13：00～

発表者

「粘り強い河川堤防」の技術開発　～自立型の設計法について～

河川政策グループ 研究員 石川 直樹発表者

近年の気候変動に伴う洪水に対し、流域全体で氾濫を防ぐ・減らす対策が求められています。そのような中、越水時の避難時間
確保や浸水面積減少による被害軽減を目的に「粘り強い河川堤防」の技術開発が進められています。
本発表では、越水に対して粘り強い河川堤防のうち自立型を対象に、土堤以外の材料を用いた堤防の設計の基本的な考え方に

ついて発表します。

13：30～ 水防災分野の国際標準形成（ISO）に向けた取組

河川政策グループ 主任研究員 岡部 真人　発表者

都市・住宅・地域政策グループ 首席研究員 佐々木 正

日本では、自然災害が頻発する地理的・気象学的特性から蓄積した長年の災害対策経験と技術を基に水防災分野の国際標準形
成を積極的に推進しています。本発表では、その背景と国連水会議2023での日本の貢献、国際標準化の必要性、具体的な取り組
みである国際ワークショップ協定（IWA）の設立、国際協力の現状と日本の役割、そして今後の展望について発表します。

道路政策
グループ①

14：00～
混雑時と閑散時の旅行速度向上について

道路政策グループ 主席研究員 内田 達夫発表者

発表者

発表者

発表者

発表者

日本では、道路ネットワークの整備が進む一方で、移動の速達性の点で交通需要の偏在や道路構造の制約等によるサービスレ
ベルの課題が生じています。
本発表では、移動のサービスレベル確保という社会課題に対応するため、適切な道路の機能分化を実現する道路交通改善のア

プローチについて提案します。

道路政策
グループ②

都市・住宅・地域
政策グループ①

14：30～
新技術活用促進に向けた取組み～多様で新たなニーズも踏まえた道路舗装技術～

道路政策グループ 上席主任研究員 児玉 総一郎

ライフサイクルコストの削減に向けた舗装の長寿命化、平常時・災害時を問わない安定的な舗装材料の供給体制の確保、舗装材
料として使用されるアスファルトの生産量減少への対応のほか脱炭素化へ向けた取組みなど、多様で新たなニーズも踏まえた道
路舗装技術がいま求められています。本発表では、主に道路舗装に関する新技術の導入促進機関としての取組みについて概説す
るとともに、現在取組んでいる技術テーマ及び道路分野の脱炭素化の推進に向けて技術公募を行った「EV普及に向けた給電イン
フラ技術」について紹介します。

15:15～
エリアマネジメントによる公共空間の利活用と周辺のまちづくりへの波及
渋谷駅周辺では、再開発により広場やデッキなどの利便性の高い公共空間が整備され、道路協力団体等の法的制度の実装によ

りエリアマネジメントの認知が進む一方で、騒音やゴミ、迷惑行為などの新たな課題も発生しています。
本発表では、公共空間の維持管理協力から一歩進み、エリアマネジメントが行政や沿道地域と一体となって公共空間のまちづく

りを推進するための課題と展望を提案します。

技術・調達政策グループ 上席主任研究員 高橋 千明

技術・調達
政策グループ①

15:45～
社会インフラ整備・維持管理に資するスタートアップの技術開発と今後の展望
社会インフラ整備・維持管理分野では、スタートアップ企業によって開発された革新的技術の導入によるイノベーションが期待

されています。一方で、技術革新に対する制度や社会的受容性など、実装・活用の枠組みが整っておらず、社会実装を阻む障壁と
なっています。
本発表では、社会インフラ整備・維持管理に資するスタートアップ技術の現状を整理したうえで、今後の活用方策について提案し

ます。

技術・調達政策グループ 研究員 亀山 武士

技術・調達
政策グループ②

16:15～ 社会インフラの維持管理における将来の課題と対応の方向性
日本では、高度経済成長期以降に集中的に整備された社会インフラの老朽化が深刻化しており、計画的な維持管理による国民の安全・

安心の確保とトータルコストの縮減・平準化が不可欠です。
本発表では、国土交通省所管の社会インフラ維持管理の現状・課題、各種取組みを概観し、残された課題への対応策を提案します。

15:00～

閉会16：45

東京大学大学院教授　羽藤 英二 氏


